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要約 規則的な排便習慣は児童の健全な発育に必要不可欠であり,学校現場において児童生徒の健康をつかさどる

養護教諭にとっては子どもたちの排便状況は見逃せないものである。そこで本研究では児童の排便の実態と,

排便状況と排便に対する意識の関連,学校トイレ環境に注目した調査結果をうけ,各校で環境改善のために取

り組み,子どもたちに排便を肯定的に捉えられるような働きかけを行った。
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| はじめに

排便は食事や睡眠とともに人が生活していく上で最

も基本的な生理作用である。そして,それは日常生活

における健康管理の指標のひとつであると言われてお

り,特に子どもにとって,その心身の健全な発育に対

して大きな影響力を与えていると考えられる1)。

排便が順調に行われない状態を｢便秘｣というがそ

の定義2) 3)は広く,排便回数や排便量が少ない,便が

固い,あるいは残便感などの排便困難を伴うほか,腹

部膨満感などが症状としてあげられている。また,便

秘は日常の生活習慣(ライフスタイル)との間に大き

な因果関係があると考えられている1)。

児童生徒が健全に発育していくためには,規則的な

排便習慣が必要不可欠である4)。そのためには,小児

の排便やトイレに対する不衛生的なイメージ,排便に

対する羞恥心や抵抗感の払拭などの心理的な問題とと

もに,学校トイレ環境の改善など,衛生管理上の問題

表1 毎日の排便の有無

の両面から今後時間をかけて取り組んでいかなくては

ならない。

そこで本研究では,附属幼稚園児,附属名古屋小・

中学校の児童生徒を対象に,排便の実態,排便および

学校トイレに対する意識などの調査を行った結果をも

とに,各校で環境改善のために取り組み,子どもたち

に「排便は当たり前の生理現象」という意識をもたせ

るための働きかけを行った。そして,その実践をもと

に,学校における排便教育と学校トイレ環境について

検討したので報告する。

|| 研究方法

1)アンケート調査

2000年11月20日から11月28日にかけて附属幼稚園の

全園児(127名),附属名古屋小学校2年生(152名)・

4年生(117名)・6年生(160名),附属名古屋中学校2

年生(161名)を対象に質問紙調査を行った。

人数(%)
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表2 毎日の排便の有無と排便に対する意識〈小学校〉

人数(%)

表3 毎日の排便の有無と排便に対する意識〈中学校〉

人数(%)

附属小・中学校については無記名自己記入方式と

し,担任を介して調査票を配布・回収した。ただし,

幼稚園児については保護者が調査に回答する形式と

し,幼稚園に設置した回収箱によって回収した。

調査結果のうち今回は排便頻度・排便に対する意

識・学校での排便について検討した。

2)実践

調査結果に基づいて2001年1月から11月にかけて幼

稚園・小学校では,トイレットペーパーのホルダーの

取り替を行った。中学校では学校保健委員会を中心と

した活動により,トイレ環境の改善・呼びかけを行っ

た。また,幼稚園,小・中学校合同で排便に関する掲

示物を作成し,個別指導に役立てた。

||| アンケートの結果及び考察

毎日排便があるかどうかを調査した結果,年齢が上

がるとともに毎日排便している子どもの割合が有意に

減少していた(表1)。これは,幼稚園では子どもの健

康管理に対する保護者の意識が高いので,毎日排便を

させるように子どもに働きかけているためであり,そ

の習慣が小学校でも身に付いているためこのような結

果が得られたと考えられる。中学校で毎日排便してい

る子どもの割合が減少していることに関しては,排便

を毎日することが望ましいという知識はあるものの,

排便のリズムが乱れ,その結果便秘を起こしてしまう

ー

のではないかと思われる。

排便を毎日しているものとしていない子どもが排便

をどう捉えているかを調べ,結果を表2・3に示した。

小学校では毎日排便がある子どもの方が毎日排便がな

い子どもよりも有意に排便を大切だと思っていること

が認められた。逆に毎日排便しない子どもは毎日排便

がある子どもよりも有意に排便を面倒なものだと捉え

ていることが分かった。これは,排便が毎日ある子ど

もは排便に対してよいイメージをもっているのに対

し,毎日排便がない子どもは,便が固くなることで排

便が困難になり,痛みを伴ったり便がすっきり出ずに

苦しい思いをしたりという経験から排便に対して,

「面倒くさい」といった意識を持ってしまったのでは

ないかと考えられる。しかし,中学校では毎日の排便

の有無と排便に対する意識に関連は認められなかっ

た。

学校のトイレ環境に対する子どもたちの意識調査の

結果を表4に示した。 トイレが明るいと思っていない

ものが小学校では64.8%,中学校では68.9%であった。

学校のトイレがきれいだと思っていないものは,小学

校では80.7%,中学校では80.7%であった。 トイレの

においが気になるものは小学校では54.8%,中学校で

は77.3%であった。以上のことから,アンケートを採

った時点でのトイレ環境に関して,半数以上の子ども

たちが望ましい環境だとは思っていないことが明らか
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になった。これは,照明が不十分で暗いこと,掃除が

しっかりできないこと,清掃方法を知らないため,汚

れがそのままの状態になったり,臭気が消えない状態

になったりすることが原因と思われる。このように,

良くないイメージのトイレでは子どもたちは排便する

ことをさけたり我慢したりすることにつながってしま

うと思われる。このようなことから子どもたちの健康

竹理のためにトイレ環境を見心していくことが大切で

あり,学校に対して改善を呼びかけていく必要がある

と考えた。

IV 各校での取り組み

幼稚園では,芯棒式のトイレットベーパーホルダー

を押し上げ式のものにした。これによって改善前より

もトイレットペーパーが床に落ちていることが少なく

なった。

また,休養のため保健室に来ている子どもを対象に

排便に関する絵本の読み聞かせを行い,「うんち」や

「排便」に関する知識を与え,排便が当たり前のこと

であるというイメージをもてるように言葉がけを行っ

た。腹痛で来室した子どもには「今日の朝うんちをし

た?」と必ず聞き,腹痛と排便には関連があることの

意識付けを行った。

小学校でも芯棒式のトイレットベーパーホルダー

(写真1)だったため,トイレットペーパーを芯棒にう

まくつけられず,床に落ちていることがよく見られた。

また,使い切ったトイレットペーパーの芯がそのまま

残り,新しいトイレットペーパーがサニタリーボック

スやペーパーホルダーの上に置かれていて不衛生な状

態になっていることもしばしばあった。そこでトイレ

ットペーパーホルダーを押し上げ式(写真2)のもの

に変えた。その結果,子どもでも簡単にトイレットペ

ー

写真1 芯棒式ホルダー

写真2 押し上げ式ホルダー

-パーが取り替えられるようになり,床に落ちている

ことが少なくなった。現在多くの家庭でトイレットペ

ーパーの芯棒は押し上げ式のものになっているため,

子どもたちは芯棒式のつけ方そのものが分からず困惑

していたようである。学校側としても常に子どもたち

の実態を把握するように務め,それにあわせた対応を

とっていくことが望ましいと実感した。

また,子どもたちがトイレを嫌がる理由の一つに

「トイレが暗い」ことがあげられる。実際にトイレの

個室の中は照度の基準を下回る結果がでているため,

今後改善していきたい。

中学校では保健委員会の場でトイレを利用しやすい

環境にするための話し合いを行った。その結果,子ど

もたちからは「トイレが暗いので電灯を増やしてほし

い」,「個室の中に予備のトイレットペーパーを置く棚

がほしい」,「トイレットペーパーホルダーを押し上げ

式にしてほしい」,「トイレ掃除をきれいにしてほし

い」,「みんなにトイレをきれいに使ってほしいのでそ

のための呼びかけをしたい」という意見があげられた。

今までの電灯では通路の上にしか電灯がなかったため

個室まで十分に明かりが届かなかったが,保健委員会

からの要望が取り入れられて,個室の上に電灯をつけ

てもらうことができた(写真3)。これにより,個室の

中でも十分な照度が確保されるようになった。
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写真3 個室の上に増えた電灯

トイレットペーパーを置く棚に関しては,個室の中

に備え付けの棚を設置することは難しいと思われた。

そこで,保健委貝会でもう一度話し合いをした結果,

「個室の壁にかごをつけてはどうか」というアイデア

が出てきた。この保健委員会からの要望が取り入れら

れて,個室の中にかごをつけてもらえるようになり,

そこにトイレットペーパーの予備を置くことができる

ようになった(写真4)。

写真4 個室のかご

トイレットペーパーホルダーは幼稚園や小学校と同

じく,トイレットペーパーを芯棒にうまくつけられな

い子どもが多いことが話し合いの中で分かってきた。

そのため,トイレットペーパーホルダーを順次押し上

げ式のものに変えるように働きかけている。

次に,保健委員会でトイレをきれいにするためのス

ローガンを考えた。そして全校朝礼の時間を利用し,

トイレを使うときの注意事項や掃除のポイントに関す

る呼びかけを行った。呼びかけの内容やスローガンが

分かりやすかったためか,トイレをきれいにしようと

する意識や関心は高まったように感じられる。そのた

ー

めか,トイレ掃除に意欲的に取り組む姿が少しずつみ

られるようになってきた。また,トイレの異常を発見

した生徒が,保健委員や養護教諭に報告してくれるよ

うになったため,早く対応ができるようになった。保

健委員会でトイレの環境について話し合い,自分たち

の意見が取り入れられたことや,自分たちの呼びかけ

によりトイレの環境が改善されたことなどが保健委員

の子どもたちの励みになったようである。

松永初子5'は,壁画トイレにより悪質ないたずらや

落書きがなくなり,マナーがよくなり,汚れも減った

こと,トイレの使肝者がただ所用のために利用するだ

けでなく,トイレがいたずらされていないかチェック

したり,清掃の具合を点検するような者が現れるよう

になったりしたことを述べている。従って,附属中学

校に関してもトイレの環境を改善することで,トイレ

を大切にしようという意識が子どもたちの中に生まれ

たからと考えられる。今後は,トイレをきれいにしよ

うという意識を持続させ,トイレを使いやすい・居心

地の良い空間としていくための活動を継続していくこ

とが必要だと思われる。

以上の活動のほかに,9月に幼稚園,小・中学校の

養護教諭で,排便に関する掲示物を作成した(写真5)。

絵や題名は統一し,説明文の内容などは幼稚園,小・

中学校それぞれの発達段階に合わせて指導できるよう

に,内容を少しずつ変えることにした。その掲示物を

保健室内や廊下の目に付くところに掲示し,来室した

子どもたちに話をしたり,体調が悪い子どもに個別指

導を行うときに利用したりした。この掲示物によって

今までは排便のことを恥ずかしかって語りたがらなか

った子どもたちも,掲示物も見ながら自分の便の状態

を話すことができるようになった。このように排便の

ことを子どもたちに分かりやすく・楽しく・明るく話

す雰囲気を作り出すことにつなげることができた。

写真5 排便指導用掲示物

小・中学校には保健室に来室した際に記入する来室

ヵ-ドの中に,排便の様子を質問する項目がある。来

室した口の朝の排便の有無を聞き,排便があった子ど
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もにはそのときの便の状態を聞いている。便の状態を

言葉で説明できない子どもには前述の掲示物を利用

し,自分の便がどれに近かったかを考えさせるように

している。便の状態を観察していない子どもには,流

す前に自分の便をしっかり見るように話している。ま

た,朝の排便がなかった子どもには,昨日の排便の有

無を聞いている。こういった問診や個別指導の中で,

排便は大切なものであり,自分の健康状態を知る手が

かりになるのだということを子どもたちに伝えてい

る。これらの活動から,少しすつではあるが,排便は

当たり前の生理現象であり恥ずかしいものではないの

だ,便は自分の健康状態を知らせてくれている大切な

からだの中からの手紙なんだ,という意識が子どもた

ちの中に広がりつつあることを感じている。

V 今後の課題

今回の研究から,子どもたちは排便が健康にとって

大切である,ということは理解できていても,一方で

汚いことや恥ずかしいことという意識をもっており,

その傾向は小学生よりも中学生に多くみられた。また,

学校のトイレ環境について子どもたちは決してよいイ

メージをもっていないことも分かった。この点につい

て,今後も改善への取り組みを続けていく必要がある。

養護教諭が排便に関する指導を保健室で積極的に行

うことで,排便についてオープンに話すことができる

ような雰囲気を作り出し,排便は恥ずかしいことでは

ないんだという気持ちを子どもたちにもたせることが

大切であると考える。

教員の排便に対する意識や態度が子どもたちに与え

る影響は大きい。したがって,子どもたちが排便を肯

定的にとらえられるためには養護教諭だけでなく,子

どもをとりまくすべての教員が排便は当たり前の生理

現象であり,恥ずかしいものではないのだという考え

をもって子どもたちに接することが望まれる。
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